












辞書を引くと成句扱いで、Excuse me. という項目があります。そこには、but や if 節の
前で、「失礼ですが…」という意味になるということを示し、例⽂としては、Excuse me, 
（but） where is the post office? といったような例⽂を出しています。辞書によっては、例
⽂の提示だけではなく、ときに but は省略される場合があるとの但し書きがあるものも目に
します。
純粋に謝罪の意味で使う Excuse me のときには 時系列的に先行する内容が後続する発話
内容に対して独立していれば but を使わないことを理詰めで導き出すことも可能です。例え
ば次のような例を挙げることが出来ます。
（１）…Tracy fell backward, as if pushed, bumping the artist and sending her, the easel, 
canvas, and paints flying to the ground. “Oh, I’m terribly sorry!” Tracy exclaimed. “Let me 





ために、Let me help you の直前に but は生起していません。
では、この「失礼ですが…」という意味になる場合、この省略ができる but の機能はいっ
たい何かという疑問が自然と立ち上がります。初級用の英会話の教材には、かならず、この















らい、そして Excuse me, butと続けています。
（２） But he had to ask, so he plucked up his courage and said, “Er, excuse me, but1 what’s 
happened to Marcia? Is she all right?”
 （Angie Sage, Septimus Heap, Book One: Magyk）
（彼は尋ねないわけにはいかなかったので、勇気を振り絞って言った。「あのう、マーシャに
何か起きたの。大丈夫なの？」）









そもそも excuse の語源は “to free from blame” で「非難されることから解放される」と






















つまり構造的には but の持つ等位構造から考え、but の左辺は右辺と同じように「節」であ
ることは確かなのですが、意味的には、regrettably のような⽂体副詞の働きをしています。
つまり、but の左辺をすべて削除しても話者の言いたいことは、何の影響もありません。
（４）I’m sorry to say it, but her face really puts me off. （『研究社英和大辞典』）
　　 （悪いけど、彼女の顔を見るとうんざりする）




（５）Sorry, but I have to agree with Mr. Miser.　
 （Krista Davis, The Diva Digs Up the Dirt）
　　 （ごめん、マイザー氏に同意せざるを得ないんだ）
（６）Darling, I’m terribly sorry, but I’ve bad news. I have to go to a meeting tonight, and I’ll 


















（７） “Sir, excuse me, sir... you have to leave.”  （Christopher Golden, King Kong）
（「あの、すみませんが、出発しなくてはなりませんよ」）
（８） “Excuse me,” said Paddington, raising his hat politely to the conductor. “I’m looking 
for Mr Schubert.”　（Michael Bond, PADDINGTON COMPLETE NOVELS）
（「すいませんが」とパディントンは丁寧に帽⼦を上げて指揮者に言いました。「シューベル
トさんを探しているんですけど」）
（９） Excuse me? I’m sorry it’s very rude of me... but aren’t you Deeta Tarrant?
 （Blake’s 7 （1978） s03e12 Episode Script）
（よろしいでしょうか。大変失礼なことをお伺いしますが、ディータ・タラントさんではな
いでしょうか）
上記のような「謝罪語彙表現4」＋but の形式の類例に I hate to say ｛ it/ this｝, but…があ
ります。
大竹（2016: 52-3）の指摘では、say の目的語は it や this であり、談話の冒頭では、I 




（10）This year we are not playing as hard as we consistently need to do for 40 minutes. I 




確かに、（10）のI hate to say that but...における that は This year we are not playing as 
hard as we consistently need to do for 40 minutes. という部分の真実性を話し手が断定し
ていることには何ら疑いの余地はなく、いたって妥当な記述でしょう。
しかし、この問題は I hate to say X というフレーズの問題ではなく、指示代名詞の this
と that、そして人称代名詞 it の使用上の制限に依存する問題です。つまり前方照応に対し
ては this も that も使用可能であるが、後方照応に関しては this のみであり that は使用不可
能であるという問題です。また、人称代名詞の it はその名称が語るように指示性に関する
機能は非常に弱いものであり、It is easy to learn English. のごとき現象は、it が to 以下を




さらに、大竹（2016）では指摘されていない事例を（11）で示します。“I hate to say so, 
but...”という表現です。
（11）I hate to say so, but I agree with him.
 （Esther Friesner, Star Trek Deep Space NineDS9 - 007 - Warchild）
（言いたくないことだけど、わたしは彼に同意しているんです）
この so は指示副詞的で、つぎの事例の so と同質となります。
（12）They were so made that it was impossible to draw your watch out of a pocket 
unless you knew the trick, which struck me as a mitigated blessing.








んな風に」であり、その内容を開示する形で、⽂が継続します。すると“I hate to say so, 




































Discourse Marker BUT : In Relation to Politeness
KIUCHI, Osamu
Abstract
The purpose of this squib is to clarify the meaning of a discourse marker but. We 
describe but as a marker of an assertive message, accounting for the mechanism of the 
effect based on what we call Politeness while invoking the power of but. 
